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室温から4 K近傍までの温度範囲で熱伝導率測定

低温域用熱伝導率測定装置
の開発

●バルクな材料を対象にした定常法による熱伝導率測定
●機械式冷凍機を利用した簡便な試料の冷却、温度制御
●低温域における構造材や新規材料の熱伝導率データの蓄積に活用可

研究のねらい

低炭素社会や水素社会の実現に向けて、液体ヘリウム(沸点-269℃)や液体水素(-253℃)などをは
じめとする低温流体の利活用に向けた低温機器や超伝導現象を利用した機器の開発が活発化しています。
一方で、これら機器の設計や評価に必要な低温域における材料の熱伝導率データの不足や更新の必要性
が指摘されています。我々は機械式冷凍機を使用して、室温域から4 K近傍までの温度範囲でバルクな
サイズの試料を対象とした定常法による熱伝導率測定を行う装置を開発しています。本装置は比較的大
きな試料空間を有しているため、試料の特性や形状に応じた治具を使用した柔軟な測定が可能です。例
えば熱物性に加えて低温域における電気特性などの測定にも応用できます。

研究内容

低温域における各種材料の熱伝導率のデータは、
常温や高温域に比べ乏しい状態です。我々は、機
械式冷凍機を使用し、室温から4 K程度まで安定し
た（温度制御精度、mKレベル）測定環境を生成し
試料の熱伝導率を精密に（不確かさ、数%）測定す
るための装置を開発しています。測定方法は定常
法を用いています。試料の一端を加熱部として
ヒータにより定常的に加熱（入力熱量、q ）します。
加熱部より距離L離れた場所との間に生じる温度差
を計測することで、試料の熱伝導率を求めること
が出来ます。この測定方法は、正確な温度計測、
制御が必要であり、また測定に時間がかかる計測
方法ですが、高い測定精度を期待することができ
ます。

試料空間

連携可能な技術・知財

• 室温から低温域における試料の熱伝導率測定・
コンサルティング

• 機械式冷凍機を利用した低温機器開発
• 低温域における高精度温度計測、温度制御を必
要とする装置開発
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試料装着模式図と関係式


